
パ
ソ
コ
ン
等
で
行
う
定
型

的
な
業
務
を
自
動
化
す
る
ツ

ー
ル
「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）」
を
導
入
し
、

業
務
の
効
率
化
等
に
つ
な
げ

る
企
業
の
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
。

実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
企

業
が
、
ど
の
よ
う
な
部
門
に

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
、
業
務
を

自
動
化
し
て
い
る
の
か
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
２
０
１
７
年
１０
～
１２
月

に
日
本
Ｒ
Ｐ
Ａ
協
会
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
Ｒ

Ｐ
Ａ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
と
共

同
で
導
入
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
、
３
月
に
結
果
を
発

表
し
た
。

ま
ず
、
導
入
企
業
を
業
種

別
に
見
る
と
、
電
子
機
器
・

精
密
機
械
、
素
材
な
ど
の「
メ

ー
カ
ー
」
が
全
体
の
６０
％
を

占
め
、
こ
れ
に
「
サ
ー
ビ
ス

業
」（
１２
％
）、「
商

社
・
小

売
」（
９
％
）、「
金
融
」（
８

％
）
が
続
い
た
。

中
小
企
業
も
関
心

次
に
導
入
企
業
の
規
模
を

見
る
と
、
従
業
員
１
０
０
０

人
以
上
が
５９
％
、
売
上
規
模

５
０
０
億
円
以
上
が
５９
％
を

占
め
た
。
一
方
、
問
い
合
わ

せ
ベ
ー
ス
で
は
１
０
０
０
人

未
満
の
企
業
の
割
合
が
５５
％

と
な
る
な
ど
、
中
堅
以
下
の

企
業
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
関
心
を
示

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。業

務
別
で
は
、
５２
％
が
営

業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
「
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
業

務
」、
４８
％
が
「
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
」
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を

導
入
し
て
い
る
。
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
の
内
訳
は
「
経
理
・

財
務
」
が
３０
％
、「
総

務
」

が
３０
％
、「
人
事
」
が
２０
％
、

「
法
務
、
経
営
企
画
」
が
２０

％
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
部
門
で
業
務
の
自
動
化

に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

注
目
の
導
入
効
果
に
つ
い

て
は
、
９７
％
が
業
務
工
数
を

５
割
以
上
削
減
し
た
と
ま
と

め
て
い
る
。
ア
ビ
ー
ム
コ
ン

サ
ル
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
「
短
期

間
で
大
幅
な
業
務
の
効
率
化

に
貢
献
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
」
と
分

析
す
る
。

そ
う
し
た
中
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
は
こ
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
を

ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
。

『
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
威
力
』（
日
経

Ｂ
Ｐ
社
）
の
著
者
で
、
ア
ビ

ー
ム
コ
ン
サ
ル
戦
略
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
執
行
役
員
プ
リ

ン
シ
パ
ル
の
安
部
慶
喜
氏
は

「
他
の
事
業
会
社
に
比
べ
る

と
遅
れ
気
味
だ
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
の
中
に
も
、
働
き

方
改
革
の
一
環
と
し
て
業
務

改
革
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
て

い
る
企
業
が
あ
る
。
効
果
は

こ
れ
か
ら
見
え
て
く
る
状
況

だ
が
、
試
行
実
証
を
行
っ
て

い
る
企
業
な
ど
は
既
に
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う

だ
」
と
説
明
す
る
。

２
部
門
に
導
入

都
市
ガ
ス
事
業
者
は
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

活
用
し
始
め
て
い
る
の
か
。

静
岡
ガ
ス
が
来
年
度
か
ら
の

本
格
導
入
に
向
け
、
こ
の
春

か
ら
テ
ス
ト
的
な
導
入
を
開

始
し
た
と
聞
き
、
現
地
を
取

材
し
た
。

同
社
が
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し

た
の
は
経
理
部
門
と
料
金
関

連
業
務
を
担
う
ビ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
２
部
門
。
ま
ず
、

各
部
門
の
２
台
の
パ
ソ
コ
ン

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
Ｒ
Ｐ
Ａ

ツ
ー
ル
「
Ｗ
ｉ
ｎ
Ａ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
（
ウ
ィ
ン
ア
ク
タ
ー
）」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
。
ロ
ボ
ッ

ト
に
業
務
を
自
動
処
理
さ
せ

る
た
め
の
設
定
を
行
っ
て
業

務
に
活
用
し
始
め
た
。

設
定
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の

担
当
者
で
は
な
く
、
各
部
門

の
担
当
者
が
自
ら
行
っ
て
い

る
。
基
本
的
な
使
い
方
に
関

す
る
一
日
講
習
を
受
け
た

後
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
慣

れ
た
人
で
あ
れ
ば
、
２
、
３

週
間
で
設
定
方
法
を
習
得
で

き
る
と
い
う
。

ビ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
と
の
電
気
契
約
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
に
Ｒ

Ｐ
Ａ
を
活
用
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
電
気
契
約
を
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｚ
Ｇ
Ａ
Ｓ
で
ん
き
」
に
切
り

替
え
る
た
め
の
契
約
関
連
デ

ー
タ
を
手
作
業
で
作
成
し
、

広
域
機
関
の
提
供
す
る
画
面

に
入
力
し
て
い
た
。
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
導
入
に
よ
り
、
人
で
は
な

く
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
同
社
の
顧

客
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
自

動
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
拾
い
上

げ
、
一
括
申
請
に
必
要
な
一

覧
表
デ
ー
タ
を
作
成
で
き
る

よ
う
に
し
た
。「
導
入
し
て

ま
だ
間
も
な
い
が
、
ロ
ボ
ッ

ト
は
確
か
に
こ
ち
ら
が
思
う

よ
う
に
動
く
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
う
し
た
業
務
が
効
率

化
で
き
れ
ば
、
当
社
事
業
の

競
争
力
強
化
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
」
と
事
業
推
進
部
業
務

企
画
担
当
の
鈴
木
克
哉
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
話
す
。
事
業
推
進

部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
画
担
当
の
佐
藤

貴
亮
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
こ
れ

ま
で
の
効
率
化
と
は
タ
イ
プ

が
違
う
。
ピ
タ
リ
と
は
ま
っ

た
時
の
効
果
は
大
き
い
」
と

期
待
す
る
。

経
理
部
門
で
は
、
デ
ー
タ

の
出
力
や
集
計
場
面
で
効
果

が
あ
る
と
に
ら
み
、
導
入
を

進
め
て
い
る
。
会
計
シ
ス
テ

ム
か
ら
膨
大
な
デ
ー
タ
を
出

力
し
て
エ
ク
セ
ル
で
集
計
し

た
り
、
約
２０
社
の
関
係
会
社

で
個
別
に
行
っ
て
い
る
集
計

・
分
析
業
務
等
に
つ
い
て
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
、
短
時
間

か
つ
一
括
で
処
理
で
き
る
よ

う
に
す
る
考
え
だ
。

い
ず
れ
も
、
秋
頃
ま
で
に

は
導
入
効
果
が
見
え
て
く
る

見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

評
価
し
、
効
果
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
来
年
度
か
ら

全
社
的
に
導
入
を
進
め
て
い

く
方
針
だ
。

働
き
方
を
改
革

同
社
が
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に

取
り
組
む
背
景
に
は
働
き
方

改
革
が
あ
る
。
同
社
は
昨

年
、
委
員
会
を
設
置
し
て
働

き
方
改
革
に
取
り
組
み
始
め

た
。
そ
う
し
た
中
、
事
業
推

進
部
は
、
単
純
作
業
を
ロ
ボ

ッ
ト
に
任
せ
る
こ
と
で
業
務

を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、

人
が
よ
り
創
造
的
な
業
務
に

専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し

た
。ロ

ボ
ッ
ト
を
う
ま
く
活
用

す
る
に
は
既
存
の
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
整
理
も
必
要
と
な

る
。
そ
こ
で
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
適

用
す
る
際
は
、
既
存
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
整
理
を
セ
ッ
ト
で

実
施
す
る
ル
ー
ル
も
導
入
し

た
。「

企
業
で
は
こ
れ
ま
で
、

人
が
シ
ス
テ
ム
を
操
作
し
な

が
ら
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
人
と
シ
ス
テ
ム

の
間
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
入
っ
て

く
る
よ
う
に
な
る
。
今
後
は

こ
れ
が
業
務
の
標
準
的
な
形

に
な
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
佐
藤

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
話
す
。

鈴木マネジャー

（上）

ＲＰＡ
活用最前線

活
用
企
業
は
業
務
５
割
減

静
岡
ガ
ス
が
春
か
ら
テ
ス
ト
導
入

集中連載

佐藤マネジャー
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